
  

 

 

  

 

 

 

 

神戸ポートクラブ会長(CP)井内朋博「結束力を高め、更に魅力ある神戸ポートクラブへ！」“Raise a unity; to more attractive kobe Port Club!” 

 

国際会長(IP) Henry J. Grindheim(ノルウェー) “Let Us Walk in the Light – Together”「ともに、光の中を歩もう」 
アジア･太平洋地域会長(AP)Tung Ming Hsiao(台湾) “Respect Y’s Movement” 「ﾜｲｽﾞ運動を尊重しよう」 

西日本区理事(RD) 大野勉(神戸ポート)「2022年に向けて 心身の健康づくりから、クラブの健康づくりへ」“Healthy mind & healthy body make healthy club” 
六甲部部長(DG)杉本隆人(神戸学園都市)「共感しあい、支えあおう」“Empathy each other, Root Y’s & YMCA” 

6 月強調月間 評価・計画 

10 の目標のうち、5 割達成できれば上出来。 

さあ、あとひと月、あなたの目標達成度を、あと 1 割引き上げましょう。 

                        実践を通して。         大野 勉 理事（神戸ポート） 
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食事代として各自 1 千円ご負担頂きます。正会員 の欠席､及びﾒﾈｯﾄ･ｹﾞｽﾄ他出席は前々日迄に松田道子連絡主事宛連絡下さい｡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2017―2018 年度クラブ役員 
  【会長】井内朋博【副会長】水野雄二【書記】山田滋己、東恭子、鈴木誠也【会計】丹羽和子､小田浩、橋本有加【監事】山崎往夫、齋藤勲【連絡主事】松田道子 

 

Chartered May 8, 1988 

神戸ポートﾜｲｽﾞメンズクラブ 

〒650-0001 神戸市中央区加納町 2-7-11 

神戸 YMCA 国際・奉仕センター 
Tel 078-241-7204 

Fax 078-241-3619 

E-Mail：houshi@kobeYMCA.org 

http：//www.kobeYMCA.org/ 
 

第 1 例会 第 2 木曜日 6：30-8：30P.M. 

第 2 例会 第 4 木曜日 7：00-8：30P.M. 

第 366 号 

2018 年 6 月 

＜ 2018年 6月の聖句 ＞ 
＜父よ、あなたがわたしの内におられ、わたしがあなたの内にいるように、すべての人を一つにしてください。

そうすれば、世は、あなたがわたしをお遣わしになったことを、信じるようになります。あなたがくださった栄

光を、わたしは彼らに与えました。わたしたちが一つであるように、彼らも一つになるためです。わたしが彼ら

の内におり、あなたがわたしの内におられるのは、彼らが完全に一つになるためです。＞（ヨハネによる信徒へ

の手紙 17：21-23） 

上記の新約聖書の言葉は、YMCA の創設者であるジョージ・ウイリアムズが願い、YMCA のモットーとなっ

た、イエス・キリストの祈りの部分です。ワイズのモットーは「強い義務感を持とう、義務はすべての権利に伴

う」と、すこし違いますが、すべてのワイズは YMCA の会員ですから YMCA のモットーも理解せねばなりませ

ん。年度末に当たり、今一度この聖句にあるように、私たちが 1 つとなって、クラブや YMCA、社会のために働

く決意をしたいものです。（Rev. Y） 

＜6月第 1例会＞ 

 

六甲部メネット事業の支援団体に選ばれた NPO法

人『まなびと』の中山理事長をお迎えし、活動報告

についてお聴きすると共に、西日本区メネット事業

キャビネット(中道氏、森氏、山本氏)と六甲部メネ

ット事業松本主査にもお越し頂き、支援金贈呈式を

行います。水野次期会長の活動報告、活動方針の発

表も予定しています。 

＜記＞ 

日 時：2018年 6月 14日（木）18:30〜20:30 

場 所：神戸 YMCA三宮会館 201室 

担 当：大野勉、山崎 

開会点鐘：井内会長   

聖句・祈祷：山崎ワイズ 

卓 話：「まなびと」の活動報告 

         中山迅一(ときかず)理事長 

諸連絡、今月のお誕生日、今月の歌 

閉会点鐘：井内会長 

＜5月出席状況＞ 

出席率：81.8％(出席数)18/22(出席率対象会員数) 
出席数：ﾜｲｽﾞ18(内ﾒｰｷｬｯﾌﾟ4)、ﾋﾞｼﾞﾀｰ1、ｹﾞｽﾄ 2  
計21名 
 

 

＜今後の予定＞ 
 

＜第 21回西日本区大会＞   

6 月 8日(金)～10日(日)   

＜6 月第 1 例会＞ 

6 月 14 日(木)18:30～ 神戸 YMCA 三宮会館 201 

＜6 月第 2 例会＞ 

6 月 23 日(土)19:00～ JR 神戸駅北側の「権太」 

＜神戸ＹＭＣＡ会員総会＞   

6月 29日(金)18:30～ 神戸YMCA三宮チャペル 

＜7 月第 1 例会＞ 

7 月 12 日(木)18:30～ 神戸 YMCA 三宮会館 

＜7 月第 2 例会＞ 

7 月 26 日(木)19:00～ 神戸 YMCA 三宮会館 

 

＜6月のお誕生者＞ 

1 日 水野 雄二 ワイズ   4 日 東 善仁 メネット 

 

＜2017-2018年度のファンド・累計＞  
             5月        累計 

ニコニコ      10,000円   46,458円 

物品販売      3,800円   364,910円 

（じゃがいも、玉ねぎ、柿チップ、カード等） 

 

   



  

 

会長メッセージ 

                      井内 朋博 
 

 

今期最後の会長メッセージとなりました。会長に就任し、不安いっぱい、でもやると決めたからには頑

張るしかない！との思いで昨年 7 月からのスタートでした。皆さんにサポートして頂きながらでしたが、

何とか 1 年間やってこれました。至らぬ会長を支えて下さったメンバーに感謝するばかりです。 

ただ、強く思うのは、一歩前へ踏み出て新しいことに挑戦できた 1 年でもあったと云うことです。会長

としてクラブの先頭に立たせて頂き、貴重な経験ができました。他クラブのワイズメンとのつながりも広

がり皆様から励ましの言葉やご意見をお聞きできました。自クラブにおいてもメンバーの皆さんが何事に

も快く協力して頂いたことが心強く、信頼関係が深まりました。 

まだまだ覚えることが多く奥が深いワイズメンズクラブの活動ですが、この 1 年で得たことを弾みに今

後に繋げたいと思います。 

任期終了まであと少しですが、大野理事輩出クラブとして迎える西日本区大会が直前となっています。

大会が成功するように私自身与えられた役割を尽力したいと思います。 

1 年間を凝縮しうまくまとめることができず、毎回ながらの乱筆となってしまい申し訳ありません。 

最後になりますが、この 1 年を支えて下さいましたワイズメンズクラブ、YMCA 関係者の方々に感謝申

し上げます。 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

＜5月第１例会報告＞ 

1.日時：2018年5月10日(木) 18:30～20:30 

2.場所：神戸YMCA三宮会館 201室 

3.出席者：井内､井上､大野智､大野勉､小田､郡､民谷､手塚､ 

東､細見(ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ)､松田､水野､宮内､山田 

メンバー14名 

      ビジター：大岩雅典(芦屋クラブ) 1名 

      ゲスト：正岡茂明(神戸いのちの電話事務局長)､ 

越生寛子(YMCA ﾕｰｽﾘｰﾀﾞｰ) 2名 

4.欠席者：岡田､(齋藤)､佐藤､(佐野)､鈴木､丹羽､橋本､廣瀬献､ 

廣瀬頼､山崎 10名 

5.内容： 

(1) )YMCA ﾕｰｽﾘｰﾀﾞｰによるOne Campの紹介 

ﾕｰｽﾘｰﾀﾞｰ越生寛子さんより配布されたチラシ(One Camp 

の参加者＋協力者募集)を用いながらのPRがあった｡ 

(2)卓話：「ジンバブエ野球会の活動」正岡茂明さん(神戸いの

ちの電話事務局長)を招いてのお話は、スライドを用いて

以下の内容であった。 

①ジンバブエの地理、歴史では1965年イギリス植民地支配

からの独立、1980年ジンバブエ共和国となり、2000年以

降ハイパーインフレーションによる経済破綻が2009年収

束するまで続き､同時に自国の通貨･ジンバブエドルが使

用できなくなり代わりにアメリカ・ドルや南アフリカの通

貨ランドなどが使用されてきた。現在はアメリカ・ドルが

中心(一部･中国元)で文字や図が擦り切れるほどの札が使

用されている｡独裁政権のムガベ大統領は 2017 年クーデ

ターにより失脚｡AIDS 罹患者は人口の 25%占め、平均寿

命は37歳に参加者一同驚いた。 

②ジンバブエ野球会では伊藤益朗氏(関学大野球部 HC)中心

に募金を集め､1998 年に野球場が完成｡交流を深めナショ

ナルチームができ､2003 年アフリカ大陸野球で 3 位まで

躍進｡しかし､経済危機による政情不安で交流一時的に中

断｡2013 年に訪問し､野球会との交流が再開｡用具がなく

日本国内で野球用具の寄贈を募り飛行機で渡航時のエピ

ソード､硬球が武器と間違えられたり、善意のグローブが

営利目的品と捉えられ没収されかけた苦労話があり、今後

も交流を深め、聴く者たちは将来的に日本との実力伯仲の

試合ができることを夢に結ばれた｡ 

聴く者は今何かできることは何かを感じながら心に留め

散会した。              （民谷 記） 

 

 

 

 

 

 

 

＜6月第1例会講師紹介＞ 
 

中山迅一（なかやま ときかず）さん 

（特例認定特定非営利活動法人まなびと 理事長） 
 

1984年神戸市生まれ。両親の離婚がきっかけで高校2年生

の時から不登校を経験。一年の浪人生活を経て京都大学文

学部へ入学するも、そこでも引きこもりがちになる。 

しかし、5回生で内定を辞退した後、中学以来遠ざかってい

た父と共に過ごし始めたことから、「認められる大切さ」

に気付く。 

自分と同じように孤独や、自己否定に悩まされる人が学ぶ

気持ちを得られる社会を目指したいと思いNPO法人まなび

とを2014年に設立。現在に至る。 

 

 



  

＜5月第2例会報告＞ 

1.日時:2018年5月24日(木) 19:00～20:30 

2.場所:神戸YMCA三宮会館208室 

3.出席者: 井内､大野智､大野勉､小田､郡､鈴木､手塚､ 

丹羽､橋本、東､水野(進行)､山崎 12名 

4.欠席者：井上､岡田､(齋藤)､佐藤､(佐野)､民谷､廣瀬献､ 

廣瀬頼､細見､松田､宮内､山田  12名 

 (1)5月第1例会出席 

日時:2018年5月10日(木) 18:30～20:30 

･メンバー:14名(ﾒｰｷｬｯﾌﾟ：鈴木、丹羽、橋本、山崎 4名) 

･ビジター：1名､ゲスト：2名 

･出席率:(14名＋メーキャップ4)÷22＝81.8％  

･充足率:(14名＋ﾋﾞｼﾞﾀｰ 1名＋ｹﾞｽﾄ 2名)÷24＝70.8％ 

 (2)5月度活動報告 

・新玉ねぎファンドについて（大野智） 

・5/12(土) 西宮、広島、近江八幡ｸﾗﾌﾞ 70 周年合同記念例  

会報告 出席者：大野勉､大野智､小田､郡､山崎 

・その他 他クラブ訪問報告 

・熊本五福クラブ設立総会出席5月19日(土)大野２名 

(3)6～8月のクラブ例会 

・6月第1例会 6/14(木) 18:30～20:30 神戸YMCA三宮会館

201室ﾒﾈｯﾄ事業支援団体「まなびと」に支援金贈呈  

「まなびと」担当者：中山氏の活動内容報告 

メネット事業－中道主任、松本主査出席 

担当者：大野勉､山崎 ※弁当数は、2日前に決定。 

・6月第2例会：今年度反省会､懇親会を兼ねて 

6/23(土)19:00〜21:00於「権太」(神戸駅前) 

・7月第1例会 7/12(木) 18:30～20:30 

 神戸YMCA三宮会館  室※大田六甲部部長訪問 

 卓話予定－「神戸YMCAの国際」：中道氏に打診 

・7月第２例会7月26日(木) 

・8月第1例会8/25(土)神戸真生塾納涼大会 

・8月第2例会8/23（木）19:00～20:30 

 神戸YMCA三宮会館  室 

(4)今後の予定、他クラブ例会等 

・6/2(土)､3(日) 第21回東日本区大会 於:静岡県沼津市 

「ﾌﾟﾗｻﾞｳﾞｪﾙﾃﾞ」 出席者：大野勉､大野智､小田､郡､山田 

・6/8(金)～10(日)  第21回西日本区大会 

・6/23(土)14:00～17:30 さんだクラブ25周年記念例会 

 大野、大野智恵 

・神戸YMCA関係行事について 

① 狂言鑑賞会 6/7(木) 10:15～12:00 湊川神社 

小田、丹羽、チェンライ4人 

② 神戸YMCA会員総会 6/29(金) 18:30～  

神戸YMCA三宮会館チャペル 大野、大野、東 

(5)その他協議 

・第21回西日本区大会での神戸ﾎﾟｰﾄｸﾗﾌﾞの役割について 

・区大会にて来日のチェンライクラブの接待スケジュール             

について 

・広義会員、功労会員について 

・来期のクラブ内役割について（水野次期会長） 

（来期の異動会員も含め検討） 

・来期水野会長の活動方針、計画（案）の説明 

・次期ロースターについて 

校正原稿の再確認～5/31原稿発送～6/30納品 

                   （大野 勉 記） 

 

＜広島、西宮、近江八幡3 ｸﾗﾌﾞ 70周年記念合同例会開催＞ 

DBC 関係にある上記例会が 5 月 12 日(土)11:30〜15:15 ホ

テルヒューイット甲子園で160名程の出席者で開催された。 

式典では、記念として広島クラブが広島YMCA へユースボ

ランティア活動支援とし 50 万円を、西宮クラブは西宮

YMCAへ机、椅子を、近江八幡クラブは滋賀YMCAへ7人

乗りワンボックスカーを贈呈された。西宮クラブは、周年行

事費用を毎年積み立てているとのことです。 

第2部懇親会のメインは、記念コンサート、日本の歌曲、オ

ペラを、ソプラノ、バリトン、ピアノの共演で進められた。

地元西宮の日本酒も交えての乾杯。大きなホテルの所々では

会話も弾み、交流も盛り上がった。 

合同例会のいいところは、一度にたくさんの会員と交流でき

ることです。アピールタイムでは、6月8日〜１０日の西日

本区大会の参加を更に呼びかけた。 

クラブからの出席者は、井上、大野勉、大野智恵、小田、郡、

山崎でした。              （小田 記） 

 

 

 

 

               

 

＜神戸ポート発新玉ねぎファンド＞ 

一面に玉ねぎ畑が広がり、豊かなめぐみを感じさせる淡路島。

今年も５月初めに、ご協力くださる３人の農家さんと打ち合

わせをするために淡路島を訪れ、段取りを確認した後、限ら

れた時間ではありましたが交流の機会を得ることができま

した。また、お世話になるヤマト運輸の配送センターにもご

挨拶に行き、ボランティア活動の一環としての取り組みを説

明し、配送がスムーズに行えるよう協力を仰ぎました。 

淡路島在住の元ワイズ奈良昭彦さんのご紹介で始めた新玉

ねぎファンドは、今年で５年目を迎えます。年々注文数は増

え、昨年からは他のクラブにもご案内し参加していただいて、

着実に新玉ねぎファンドは発展しています。農家さん、購入

してくださる方々、そしてワイズの「三方（四方）良し」で

取り組めていることで、継続的な活動が期待できます。美味

しい淡路島の新玉ねぎを皆さんに喜んでいただき、また、他

のクラブのファンド活動にも役立てていただけることを嬉

 



  

しく思っております。 

 皆さん、また来年もよろしくお願いいたします！   

                  （大野智恵 記） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜区大会にチェンライクラブを迎えるにあたり＞ 

2015 年小田ワイズが彼の地を訪問以来、進めてきたタイ

のチェンライクラブとの IBC（国際兄弟クラブ）締結がいよ

いよ今回の西日本区大会にて行われる運びとなりました。 

タイ訪問につき、ご尽力して頂いた小田ワイズ初め、山崎ワ

イズ、大野勉ワイズありがとうございます。 

この度、チェンライクラブを迎えるにあたり、松田連絡主

事にメールでのやりとりをして頂き、小田交流委員長の声掛

けの元、来日時の観光案内等のスケジュール調整会議を行い

ました。6 月 5 日、6 日は松田連絡主事他YMCA スタッフ

に京都観光等の案内をして頂き、7日～10日はポートクラブ

メンバーで区大会以外に歓迎会、神戸観光等を考案していま

す。11日にタイに帰国されるまでの間、日本を、そして神戸

を満喫して頂けたら幸いです。心を込めてクラブ一体でおも

てなし致しましょう。3 年半を経てのこの度の IBC 締結に

より、神戸ポートクラブに新たな視野が開かれることを期待

します。                （井内 記）     

 

 

 

 

 

 

 

 

＜第21回西日本区大会実行委員会報告＞  

去る5月21日（月）に第21回実行委員会が神戸YMCAで

開催され、いよいよ迫ってきた当日の流れの確認を中心に協

議されました。 

多くの実行委員、各クラブ会長らが出席し、真剣に討議がさ

れ、最終段階の課題の詰めがされました。 

更に6月5日（火）に最終回の実行委員会が開催されること

になりました。 

また、5月25日（金）には神戸YMCAでリハーサルを兼ね

た確認の会合がもたれました。       （水野記） 

 

＜5月8日(火)神戸YMCA創立132周年記念礼拝＞ 

 神戸YMCAのこれま

での働きとこれから

の働きについて、大

先輩の方からお話を

聞きました。ワイズ

とYMCAの協働を見据

え、今後もパートナ

ーとして支え、支えられながら歩んでいきたいと願いました。 

（大野 勉 記） 

 

 

神戸 YMCAマンスリーレポート 

 

①5月8日、神戸YMCA創立132周年記念日礼拝が行われ、

中村豊先生（松蔭女子学院理事長）からメッセージ「港

町神戸とYMCAの使命」をいただきました。全国35の都

市、36の大学、250ヵ所以上に広がる拠点を総称した「オ

ールジャパンYMCA」は同じ想いを共有し、行動するため

のブランドコンセプトを定めました。その中で、私たち

港町神戸にある YMCA として地域に対してどのような責

任を認識し、共に平和の歩みが進められるのか、より深

い語りあい交じりあいが求められています。新しい一年

もワイズメンズクラブの皆様とともに築いて活きたく

存じます。 

②5月13日、神戸YMCAリーダー委嘱式が行われ、ワイズ

メンズクラブの皆様からもリーダーに対してメッセー

ジをいただきました。新しく委嘱されたリーダーは緊張

と期待を、シニアリーダーはより大きい喜びと希望を持

って活動に取り組んでいます。リーダー活動へのご理解

ご支援を感謝申しあげます。 

 

＜今後の神戸YMCAイベントについて＞ 

★夏季余島キャンプ説明会及び開会式 

 日程：6月24日（日） 

★神戸キリスト教青年会2018年総会 

日時：6月29日（金）午後6時 30分～8時30分 

場所：神戸YMCA三宮会館 

メッセージ：相浦和生牧師 

★ワークショップ難民 

  日程：6月13日、27日、7月11日、25日 

  時間：各水曜日、午後6時30分～8時 

  場所：神戸市青少年会館 

 

 

（写真撮影 小田） 

 


